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1.戦後の韓国家族 

 韓国社会では、一般的に儒教の影響が色濃い家族関係が続いてきたといわれる。家父長

制、戸主相続をはじめとする戸主制、同姓同本禁婚がその たるものとして考えられてき

た。とくに家父長制や戸主制に対しては儒教的といわれる反面、それを制度として敢行し

た日本植民地時代の残滓ともいわれる。しかし、近年になって家族関係が大きく変化して

きた。1990年に公布された「民法中改正法律」による家族法の大変革はそれを象徴してい

る。戸主相続制が否認され、夫婦平等と男女平等が謳われるようになったのである。 

 ところが、ごく 近にも家族法改正をめぐって韓国国内で議論が繰り広げられ、新たな

改正案が国会の本会議を通過した。これは韓国における家族像がその後も急速に変化し続

けていることを意味している。韓国における家族は今後いかに変化していくのであろうか。

隣国におけるそのような家族の変化を日本ではいかにみつめてきたのであろうか。ここで

は日本語でかかれた、つまり主に日本の人々に向けて発信された韓国の家族に関する先行

文献を整理することで、我々がいかなる関心から韓国の家族を対象化してきたのかを概観

し、また今後も隣国の家族をいかなる視点からみつめていくのかを展望する。それはまさ

に日本における家族の変化を、社会の仕組みが比較的に似た地域を通して知ろうとする試

みであり、日本の家族をかえりみる視点がその試みに隠されているのである。 

 韓国社会は1960年代から急激な社会変動を迎え、その過程で離婚率の上昇などの変化が

みられた［金疇洙 2004:141］。それを経済成長とともに、韓国の人々がもっていた伝統

的な、つまり儒教的とされる家族観が変化したととらえるのがこれまで一般的であった。 

 ただし、それをもって単に韓国社会における儒教的な家族観が衰退したととるのは早計

であろう。確かに1973年に朴正煕がだした「家庭儀礼準則」などは過度に執り行われる儒

教的な儀礼に対し、歯止めをかけた。しかし実際は、1960年代からの朴政権はむしろ韓国

社会の儒教化を進めるものであった。「親に孝道を、国へ忠誠を」などの標語を打ちたて、

儒教を韓国独自の近代化を支える社会秩序の根本とみなし、セマウル教育のなかでも強調

したのである［伊藤 1996:232］。経済成長で国民の家族観が揺れるなか、できるだけ揺

れないように人々をまとめることで経済成長を促したのであるが、そのために高度経済成

長に向かう1960年からの30年あまりの間に近代家父長的性別分業が固定化していったとも

いわれる［洪上旭 2004:168］。経済成長による社会変動によって家族観の変化が促進さ

れる方向と、経済成長のために伝統的な家族観を維持しようとする方向という、家族観に

対して相矛盾する 2つの方向から力が加わった時代といえる。 

 しかし、暗殺というかたちで指導者が代わり、儒教的な価値観をおす政策にも転換がみ

られる。また国民も徐々に経済力の向上を実感しはじめる。そして、1986年のアジア大会

と1988年のソウルオリンピックを経て実感が自信へと代わるのである。さらに1990年代に



入ると、韓国は軍事政権にとって代わり、文民政権を迎えた。このことは国民に意識面で

抑圧からの解放をもたらした。その後も経済成長はとまらず、1995年には国民所得が 1万

ドルを突破するなど、個人が経済的な豊かさを手に入れた。経済力の向上と抑圧からの解

放は、拘束力の強かった家族関係にも影響を及ぼしたといってよい。 

 以上のような経済成長に加えて都市化が進み、少子化や核家族化、キリスト教信者の増

加、女性の社会進出などが、家族に対して影響をもたらした。 

 まず、家族の少人数化・核家族化である。 1-4人で構成される世帯の比率が1960年の

35.9％から、1995年の86.6％に増加した一方、同期間、 7人以上で構成される世帯の比率

が32.9％から 0.9％に激減した［金疇洙 2004:143］。都市化にともなう核家族化は家族

関係に変化を及ぼす大きな要因されている。 

 この問題は韓国でも近年にみられる少子化とも関連している。少子化の直接的な要因で

ある出産率低下は高齢化問題と合わせて韓国でも深刻である。韓国が高度経済成長を迎え

る初期にあたる1970年には出産率も4.53人であったが、1984年に初めて 2人を切り、2002

年には 低の1.17人、2003年で1.19人という極度な出産率低下を迎えている。同様に日本

と比較してみると、韓国の1970年に近い数値は1947年の4.54人であり、1970年にはすでに

2.13人となっており、 2人を切るのは1975年である。ところが、日本の場合、低下の割合

が比較的に長い傾斜率で続いている。そのため、2002年のデータでは日本も出産率が1.32

人と低いものの、むしろ韓国の方が低い出産率となっている。つまり、それほど急激に韓

国社会の方が出産率低下の問題にさらされているといえる。 

 この出産率低下の問題は晩婚化が一翼を担っているが、2003年度にだされた韓国統計庁

の『韓国の社会指標』によれば、男子の平均初婚年齢が2002年で29.8歳、女子が27.0歳と

なっている［統計庁 2003:127］。とくに女子の平均初婚率が1990年までも24.8歳であっ

たことを考えあわせると、急激に晩婚化が進んでいることがわかる。同様に近年に晩婚化

が進む日本と比較すると、2002年で男性が29.1歳、女性が27.4歳となっており、男性では

日本より晩婚化が急速に進んでいる。晩婚化は今後も進む傾向にあり、出産率低下がさら

に進むことが予測される。 

 同時に、キリスト教信者の増加も家族のあり方を変えてきた。それは近年において女児

を望む家庭が増えたこととも関連する。これまでは儒教的な祭祀を遂行していくうえで男

児出産が不可欠とされたが、それから脱する傾向がみられた。このことはたぶんにキリス

ト教信者の増加とかかわりがあると思われる。1960年代から1970年代にかけて急速に信徒

を増やしたキリスト教が朴正煕政権を経て、徐々に生活に浸透していくにつれ、家族に対

するこれまでの儒教的な価値観を改めていったのである。近年のキリスト教の信者のなか

には、これまで伝統として執り行ってきた儒教的な祭祀を行わない者が増加し、そのため

に男児出産にこだわる必要がなくなった。これまでは、女児を出産した家庭では強く男児

を望んで子を産み続ける傾向がみられたが、とくに男児を出産する必然性がなくなったた

め、女児で満足してそれ以上の出産を望まない夫婦が増えたのである。 



 また家族像の変化は、伝統的な役割分担の変化も引き起こした。韓国社会においても男

性が職場で稼ぎ、女性が家庭を守るといった図式が一般的で、女性の社会進出はかぎられ

ていた。ところが経済成長期に入る1960年代末から女性の社会進出が高まる［洪上旭 

2004:170］。とくに統計指標などにみる経済活動参加率に表れない経済活動の質が向上し

た点がもっと強調されてよい。このことは女性の高学歴化とも関係している。韓国では義

務教育から外れている高校進学に関して、1980年までも男子が70.3％に対して、女子が

56.2％と10数％の格差があったが、その格差は1980年代半ばから徐々に縮まり、1990年代

半ばからはほぼ男女同数になっている［統計庁 2003:238］。さらに、離婚は女性に問題

があるとされ、離婚した女性に対する偏見は強く、再婚もかぎられていた。そのため、実

質上、女性は男性に従属することを強いられ、その従属のもとに家族が成立していた。 

 ところが、女性の社会進出が一般的になり、離婚に対する偏見も減少することで、これ

までの男性優位の家族関係に変化がみられるようになった。総結婚件数と総離婚件数を比

較しても、1980年には40万3031件の結婚件数に対し、 2万3662件の離婚件数であったのが、

2002年には30万6573件の結婚件数に対し、14万5324件にまで離婚件数が増加している［統

計庁 2003:128］。これは2002年の日本の75万7000件の結婚件数、29万件の離婚件数と比

べても高い離婚率といえる。 

 以上の流れのなかで変容してきた隣国の家族観を、日本ではいかに対象化させてきたの

であろうか。 

 

2.これまでに指摘された韓国の家族に関する研究動向 

 韓国の家族に関する研究動向について、日本語で公表された主なものとしては、次の 2

本があげられる。 1つは井上和枝［1985］による朝鮮家族史研究の動向に関する論考、も

う 1つは国際会議「 Families in Aging Society」を中心とした、金貞任・杉岡直人［2001］

による韓国家族研究の動向に関する論考である。 

 井上によれば、「朝鮮史における家族研究は、日本の朝鮮支配の円滑化と、漸次内地化

を図るための旧慣調査の一環として始まった」［井上 1985：43］ことになる。また、そ

のように出発した朝鮮家族史研究は戦後の日本においては不活発であった［井上 1985：

43］。井上は、家族形態や婚姻、相続、養子、族譜といった周辺分野も取り込んだ研究自

体も概説しているが、文献を通して朝鮮家族の変遷を紹介することが主になっている。つ

まり、家族研究の動向紹介より、むしろ韓国に関する個々の家族研究を紹介しながら家族

関係の時代的な変化を指摘することに力点がおかれているといえる。 

 それに比べて、金貞任と杉岡直人［金・杉岡 2001］は、より包括的に家族研究の動向

を報告している。金貞任らによれば、韓国における家族研究を日本の植民地時代からはじ

まるとし、当時の家族研究の範囲が婚姻制度、離婚制度、族譜、同族部落、祖先崇拝など

であった。ところが、朝鮮戦争などが発生した1950年代には家族研究が韓国でもあまり行

われず、1960年代も家族形態と出産の関係や家族の規模や類型に関する研究がでるものの、



あまり活発でなかった。1970年代から研究が活発化し、結婚、親族・同族、家族の規模・

役割・価値観、家族適応や機能、共稼ぎ、相続制度など多岐にわたってきた。家族研究が

発展したのが1980年代で、社会学のみならず、家政学的な研究もでてきたほか、個人研究

以外に共同研究が増加した。研究内容もより個々人の家庭生活と関連があるミクロ分析が

なされるようになり、多変量分析を用いるなど分析方法がより精密になった。1990年代に

なるとさらにすそ野が広がり、多様な分野間での共同研究が進んだ。 

 それでは、これらの先行文献で紹介された韓国の家族を取り巻く変化に対し、日本では

いかに韓国家族を扱い、また関心を払ってきたのだろうか。本報告書で後掲した、日本語

でかかれた主要文献リストをもとに日本が韓国家族をどのような問題関心からとらえてき

たのかを考察してみたい。 

 もちろん、日本語文献がすべて日本人研究者によるものとはかぎらないが、日本社会と

いう枠のなかででてきた問題を反映していると考えられる。 

 

3.文献リストにみる韓国の家族に関する研究動向 

 時期を戦後からにあてているが、1950年前後には植民地時代に研究活動を行っていた善

生永助や秋葉隆らによっていくつか関連した論考がだされる。その後にでてくるのはいわ

ゆる韓国人研究者による研究が続く。そのなかででてきたのが、1973年に刊行された『韓

国農村の家族と祭儀』（中根千枝編）である。このころは民俗学や人類学からの観点から

家族が扱われることが多かった。伊藤亜人や嶋陸奥彦ら、韓国の文化人類学研究の第一世

代の研究者が執筆しており、植民地時代と切り離されてだされた初めての文化人類学的な

韓国家族に関する研究書といえる。また、これに続いて金宅圭や崔龍基などの論文が岩波

書店「講座家族」のシリーズで取り扱われるのも、日本の家族研究という枠のなかから他

地域に広げるかたちで韓国がとらえられはじめたことがわかる。つまり、戦後25年をすぎ

て、やっとこれまでの植民地主義的な観点から離れたかたちで韓国家族が扱われはじめた

のである。さらに社会学的なアプローチから韓国経済を読み解こうとする服部民夫の論考

がでてくるのも1970年代半ばからであった。このように考えたとき、日本において「韓国

家族」がようやく注目されはじめたのが1970年代に入ってからであったといえる。このよ

うに戦後から少し期間が空いたのも、日本人が容易に渡航できるようになったのが日韓国

交正常化以降であり、1965年という年が研究の活発化と関係していたためである。 

 日本における家族研究同様に、韓国における家族研究も基本的に農村家族研究からはじ

まっているが、1970年代にはすでに韓国社会が大きく変動を迎えていた。そこで農村家族

研究に混じって山中美由紀［1978］による都市家族研究が行われたり、稲葉継男［1977］

のように学校などの制度と家庭を同時にとらえていく発想がでてくる。経済五ヶ年計画が

進み、農村部ではセマウル運動が推進される。年平均10％の高度経済成長が続くなか、都

市問題も注目された年代から日本において韓国家族研究が本格化しはじめたため、同時に

都市における家族研究も進んでいったと考えられる。 



 1980年代に入って引き続き、韓国家族研究が日本で進められていく。ただ、重松真由美

［1982］、伊藤亜人［1983］をはじめ、朴恵信［1984］、山中美由紀［1985］が1980年代

初めにはすでに女性に着目した論考をだしたり、韓国人研究者である李光奎［1982］が現

代を先取りしてすでに老人問題に着目していたことが興味深い。青少年に対しても、坂元

一光［1983，1985］が論考をだすなど、家族成員に対しても関心が払われていた。これら

も同様に日本での家族研究傾向がそのまま韓国にも反映されたものと思われる。つまり、 1

つのサンプルとして「韓国」の事情がとりあげられていたといえる。 

 さらに注目されるのは、宗教と家族成員との関係性である。ジェンダーという視点から

儒教を扱った片山隆裕［1985］をはじめ、1980年代後半から徐洸善［1988］がキリスト教

と女性、丹羽泉［1989］、平松久枝［1990］が巫俗と女性の関係に着目した論考をだす。

近年盛んな生殖の問題も韓国社会に根強い男児選好が影響していると考えれば、坂元一光

［1989］などの研究はその先駆けであった。 

 1990年代から多くみられるのは家族法と関連した研究成果である。文献リストではとく

に家族関係について描かれたものにかぎるように心がけたためにすべてを掲載したわけで

ないが、1990年 1年、韓国で公布された改正家族法はこれまでと異なり、戸主相続制の否

認と夫婦平等を念頭においた大変革であったとされる。この改正を契機に多くの研究成果

がこの時期にだされたのである。 

 1990年代前半頃から日本における韓国家族研究の成果は大幅に増加し、1990年代後半か

らは相当数の成果が毎年だされるようになった。1970年代頃から続く親族・宗族研究も続

くなか、テーマが多様になり、細分化するのはほかの研究と同じである。そのなかでも韓

国社会は日本社会と同様に少子化・高齢化問題を抱える。そこで、老人問題や育児といっ

た福祉的な観点からのアプローチ、とくに近年の少年非行問題から家庭内におけるしつけ

の問題が考えられたりもする。研究書ではないが、男性の育児参加をわかりやすく紹介し

た『韓国版男も子育てパンチョギの育児日記』［崔正鉉 1999］が日本で刊行されたのは

興味深い。 

 現代は韓国においても家族概念が揺れてきている。そのなかで養子［金演 1998］・婚

外子［金容旭 1998］といった問題も扱われるようになった。そのほか、男児選好に端を

発する生殖研究も現代生殖技術との関係で論じられるようになったことが注目される［岡

田 2002；渕上 2003，2004］。 

 

4.韓国における家族のゆくえ 

 以上の研究動向をふまえ、韓国の家族に対する日本からの視点は今後いかなる点に着目

していくのであろうか。今年度以降の韓国社会の動向から展望していく。 

 韓国では、民法改正案が2005年 3月 2日の国会本会議で確定され、2008年 1月から施行

されることになった。それにより、戸主制に加えて、同姓同本禁婚制が廃止されることに

なり、また女性に対する再婚禁止期間規定が削除された。つまり、現在の韓国では子は父



親の戸籍に入るが、戸籍の代わりに個々人が 1人 1籍の新しい身分登録制が採用されるこ

とになったのである。今回の改正にともなって母親の戸籍に入り、母親の姓を名のること

も可能となった。また、再婚した家庭の子はこれまで再婚前の父親の姓にしたがっていた

のを、現在の父親か母親の姓に変更できるようになった。さらに、今回の改正でこれまで

同姓で、その氏族の発祥地が同一である男女の結婚である同姓同本婚を禁じた条項も、近

親婚の条項が導入されることで廃止されることになった。以上のことに付随して、韓国も

日本同様に離婚後の女性については再婚後にできた子の父親の特定を理由に 6か月間再婚

を禁止していたが、それが廃止された。つまり、これまでは家族法上、子の父親が誰かが

問題にされていたが、その必要性がなくなったのである。 

 これには、近年になって家族関係を揺るがしている外国人労働者流入にともなう国際結

婚の増加が背景として横たわっていたが、今回の改正は、単に彼ら外国人の人権保護以上

の意味合いをもっている。家族制度をめぐって、儒教の影響が残る男性を中心とした封建

的な法体系が大きく崩されたためである。これまで韓国の家族の根幹をなしていた戸主性

が廃止されたことは、まさに男性優位であった進められてきた社会から男女平等社会への

展開を意味する。 

 近年では、祖先祭祀を行う節日にも、個人の娯楽にあてたり、また親族よりも狭い範囲

での家族だけが集まるなど、個人主義的な傾向をみせてきた。儒教の本質である祖先祭祀

を中心に親族や家族をまとめてきたあり方が法律改正にともなう雰囲気が急速に広まり、

集団よりも個人を優先させていく社会的風潮が加速化されることが予測される。 

 当然、それにともなって、家族のあり方が今後大きく揺らいでくることは間違いない。

社会の動きが法に反映し、またそのような経過によってできあがった法が社会に反映して

いく。つまり、この法改正によってより国際結婚が行いやすくなったし、人々の認識が変

わったといえる。儒教的な祖先祭祀がストレスになっていた韓国人女性にとって、とくに

外国人男性と結婚はこれらのストレスからの解放を意味する。また、韓国社会全体がこの

ストレスの回避に関心を払わざるを得なくなるであろう。今後、国際結婚した家族の研究

が日本との対比で進められていくものと思われる。 

 外国人労働者問題が深刻化や国際結婚の増加にともない、まだ現在ではあまりみられな

いが、海外養子や婚外子の問題がより注目され、応用されて検討されていくであろう。こ

れまではともに家族研究の中心として扱われることがなかったテーマであるが、外部との

関係に目を向けたとき、一時期において海外に大量に引き取られた海外養子の問題は避け

て通れない。また、これまでは戸籍にあがりにくかった婚外子の問題にも同様に焦点が向

けられるものと思われる。これらについては、日本との比較という視点より、韓国独自の

社会問題として研究が進むものと考えられる。 

 福祉は韓国で 近とみに注目されている分野である。 1つは家族関係とも密接にかかわ

る高齢化問題であり、 1つは身障者の問題である。養護施設が造成されるが、その普及に

ともない、これまで伝統的に長子が老人を扶養してきた家族のあり方が再検討される可能



性も高い。また、身障者に対しては各家族の問題として抱え込む問題であったが、そこに

地域が入り込むことで、家族が地域を含めたより開かれたかたちで検討される時期にさし

かかっているといえる。 

 現代技術と家族の関係性も今後の研究傾向の 1つといえるかもしれない。それがまさに

生殖技術をはじめとする医療技術である。韓国では過去にクローン研究で物議を醸したこ

ともあるが、さらに生殖以外にも老いに対しても現代技術の問題がかかわってくる。もち

ろん、福祉的な観点からも高齢化社会を迎えた韓国は日本にとっても注目される。しかし、

高度な現代技術は人々が生きていくのに何をもたらすのかといった根本的な問いかけを行

うには、人々が生きていく単位としての家族に着目をせざるを得ない。現代の発達した医

療技術をもつ国家同士として、これらの問題に対して共同研究などが進められていく可能

性がある。 

 後に、同性愛者の問題を指摘しておきたい。今年 4月にソウルでレズビアン相談所が

開所するなど、韓国では同性愛者に対する関心が急速に高まってきている。法整備などは

まだ先であろうが、今後は同性愛者同士のユニット、そこにかかわる養子の問題などが家

族を問いなおす新たな問題として注目されてこよう。 
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   カ文化研究所研究年報』24,pp.166-123 

 谷俊治「エゴグラムに示された韓国と日本の聴覚障害児の家族関係について」『東京学芸 

   大学紀要 第1部門教育科学』40,pp.109-119 

 津波高志「相続と継承からみた済州島の家族」『地域文化研究』4,pp.99-104 

 丹羽泉「韓国巫俗と女性」『宗教研究』63(1),pp.139-162 

 ピルファ・チャン「韓国における女性学の発達と韓国社会への影響」『性役割を変える地球 

   的視点から：平成元年度女性学国際セミナー』国立婦人教育会館 

 文玉杓（本田洋訳）「農村の経済発展と女性の地位：日本と韓国の比較」『民族学研究』 

   54(3),pp.239-256 

1990 

 片山隆裕「韓国における女性と儒教」杉山晃一・櫻井哲男編『韓国社会の文化人類学』 

   弘文堂,pp.159-172 

 末成道男「韓国と中国漢族の大小リニージの比較」杉山晃一・櫻井哲男編『韓国社会の文化 

   人類学』弘文堂,pp.103-122 

 瀬地山角「韓国・台湾の主婦と女子労働：女性の社会進出の行方を占う」『アジア経済』 

   31(12),pp.22-40 

 平林久枝「韓国・朝鮮女性の日常生活と宗教意識」『フェミニズムから見た東アジアの経済 

   発展と宗教（シンポジウム報告書）』フェミニズム・宗教・平和の会 

 本村汎・金恩美「韓国における‘既婚女性の家庭役割規範’および‘家族主義’に対する 

   既婚男女の態度：主婦の家庭外就労の阻害要因の発見にむけて」『大阪市立大学生活 

   科学部紀要』38,pp.393-407 

 依田千百子「韓国の食文化と女性」杉山晃一・櫻井哲男編『韓国社会の文化人類学』弘文堂, 

   pp.173-193 

1991 

 伊藤亜人「韓国における親族体系と歴史認識」『思想』通号808,pp.139-151 

 加藤義明「現代青少年の家庭・学校環境の認識と価値観：日本・韓国・米国・中国の比較 

   研究」『東京都立大学人文学報』223,pp.31-59 

 鄭鎮星「韓国と日本の家族構造の比較研究：日本の核家族化鈍化と女性労働の関係を 

   中心に」『社会科学研究』42(4),pp.121-144 



1992 

 青木清「韓国家族法と日本の家族法：戸主制度の系譜をめぐって」『ジュリスト』1007, 

   pp.45-49 

 坂元一光「韓国産育民俗の一側面：男児選好の背景と変容を中心に」『比較民俗学研究』5, 

   pp.148-156 

 嶋陸奥彦「大丘戸籍にみる朝鮮後期の家族構造の変化：父母と同居する子を中心に」 

   『朝鮮学報』144号,pp.51-88 

 金恩美「良妻賢母イデオロギー強い韓国」『季刊女子教育もんだい』52,pp.106-109 

 金允求「韓国における家族の変化と家族法」『茨城大学政経学会雑誌』60,pp.45-49 

 服部民夫「東アジアの財閥はいま(1)韓国：高度成長を実現した家族支配が限界に」 

   『世界週報』73(31),pp.51-58 

 秀村研二「教会と女性：韓国キリスト教の一断面」『明星大学研究紀要 人文』28,pp.13-20 

 ペ羅美ほか「都市集合住宅地における高齢者コミュニティ空間に関する研究：韓国，老人亭 

   の利用に対する考察」奈良女子大学家政学会『家政学研究』38(2),pp.135-144 

1993 

 安秉坤「韓国における伝統的家族研究の現状」『社会学評論』44(1),pp.46-53 

 小川隆章「韓国人の結婚生活と子ども観」『青少年問題』40(11),pp.20-25 

 金美蘭「韓国における女子高等教育の拡大と文化：女性にとっての学歴と‘賢母良妻’」 

   『東京大学教育学部紀要』33,pp.55-66 

 倉持和雄「80年代後半韓国における農村人口の流出と農村家族構造の変化に関する実証的 

   考察：忠南道四箇村落の事例研究の分析」『アジア研究』39(3),pp.1-34 

 田端かや「韓国の厳しい“婚家暮らし”」『季刊女子教育もんだい』55,pp.105-107 

 中野優子「韓国仏教見聞記：韓国と日本における女性と仏教」『曹洞宗宗学研究所紀要』6, 

   pp.89-125 

 雪江美久・白雲鶴「“家族と地域社会の教育力”に関する実証的研究(1)日本(仙台)と韓国 

   の“基礎調査”の結果を通じて」『宮城教育大学紀要第2分冊 自然科学・教育科学』 

   28,pp.161-177 

1994 

 朝倉敏夫「韓国の家族と子育て」『教育と医学』42(7),pp.635-641 

 竹田旦「韓国家族における嫁と姑」田中真砂子・大口勇次郎・奥山恭子編『縁組と女性』 

   早稲田大学出版部,pp.54-85 

 崔弘基「韓国の伝統的親族制度と現代家族」『アジア・アフリカ文化研究所研究年報』29, 

   pp.19-28 

 兵庫県長寿社会研究機構家庭問題研究所編『中国・韓国・タイと日本の夫婦・家族関係に 

   関する比較研究報告書』兵庫県長寿社会研究機構家庭問題研究所 

 本田洋「韓国家族論の現在：全羅南道南原郡一山間農村」『朝鮮学報』152号,pp.109-166 



 雪江美久・白雲鶴「“家族と地域社会の教育力”に関する実証的研究(2-1)日本(仙台)と 

   韓国の“基礎調査”の結果を通じて」『宮城教育大学紀要第2分冊 自然科学・教育 

   科学』29,pp.225-241 

1995 

 安秉坤「韓国伝統家族における分居的直系家族の類型化の試み：日本の家(イエ)における 

   ‘潜在的直系家族’との比較を中心に」『関西学院大学社会学部紀要』72,pp.153-163 

 李誠国「韓国の人口高齢化と高齢者の生活事情」『Aging』12(4),pp.46-50 

 伊藤亜人「韓国における家族とチプ」韓国文化院監修『月刊韓国文化』no.188,pp.19-24 

 任喜敬・今井範子「韓国都市集合住宅における諸家事行為と家事空間の検討」奈良女子大学 

   家政学会編『家政学研究』42(1),pp.20-31 

 栗原葉子「韓国のママ・ボーイとオモニ：母の言うこと聞くのは孝行」『季刊女子教育 

   もんだい』62,pp.99-103 

 篠崎正美「現代韓国農村家族の形態変動とアノミー：全羅北道金提郡万頃面トジャン里の 

   調査から」『社会関係研究』1(2),pp.47-69 

 嶋陸奥彦「族譜の世界」韓国文化院監修『月刊韓国文化』no.188,pp.2-7 

 韓奎良「韓国の家族：祖先祭祀儀礼の変化を中心として」教育と医学の会編『教育と医学』 

   慶應義塾大学出版会、43(1),pp.26-32 

 東アジア地域高齢化問題研究委員会編集「平成6年度日本船舶振興会補助事業研究報告書  

   中国・韓国・台湾の人口高齢化と高齢者の生活事情：東アジア地域/高齢化問題研究」 

   エイジング総合研究センター 

 ヤンビ「アジアに架ける橋：韓国の精神発達遅滞児をもつ家族の休息ケア」『月刊福祉』 

   78(2),pp.68-71 

 雪江美久・白雲鶴「“家族と地域社会の教育力”に関する実証的研究(2-2)日本(仙台)と 

   韓国の“基礎調査”の結果を通じて」『宮城教育大学紀要第2分冊 自然科学・教育 

   科学』30,pp.159-172 

 尹学準「韓国のチバン意識とハンヨル」韓国文化院監修『月刊韓国文化』no.188,pp.8-11 

 吉田光男「戸籍と朝鮮時代の姓氏・本貫・家族」韓国文化院監修『月刊韓国文化』no.188, 

   pp.12-18 

1996 

 安玉姫・朴仁全「都市主婦の家事労働満足度と家庭生活満足度」『家政学研究』42(2), 

   pp.101-105 

 KIM,Chi-sok「恋愛・家族・女性などを描いたメロドラマは社会環境をどう反映しているか 

   ：韓国映画におけるメロドラマの過去と現在」『Cinema 101』3,pp.32-39 

 桐原宏行・高見令英・徳田克己ほか「韓国における乳幼児を持つ母親の育児に関する研究 

   (1) 育児負担感について」『桐花教育研究所研究紀要』9,pp.23-27 

 桐原宏行・高見令英・徳田克己ほか韓国における乳幼児を持つ母親の育児に関する研究(2)  



   肯定度について」『桐花教育研究所研究紀要』9,pp.29-31 

 柴山真琴「中国人・韓国人留学生家族と保育園：育児行動は文化的にどのように構成されて 

   いるか」『東京大学大学院教育学研究科紀要』36,pp.129-138 

 竹田旦「法と民俗の対立：韓国の家庭儀礼に関する法令をめぐって」『日本民俗学』207, 

   pp.93-135 

 曹秋竜「韓国における老人福祉と地域社会に関する研究」日本生命済生会福祉事業部 

   『地域福祉研究』24,pp.51-60 

 豊福陽一「韓国の村落と家族コメント」仏教大学総合研究所編『東アジアの村落と家族』 

   pp.25-26,66-68 

 比嘉政夫「環東シナ海地域の社会組織の比較民俗論：韓国と沖縄の「門中」の構造と生成 

   をめぐって」『日中文化研究』9,勉誠出版,pp.95-106 

 松本誠一「韓国の村落と家族」仏教大学総合研究所編『東アジアの村落と家族』 

   pp.22-24,27,61-65 

1997 

 李光奎・末成道男「慶尚北道百忍・中浦両部落調査予報：とくに家族・親族について」 

   『東洋文化』53,pp.41-78 

 李起男・李誠国「韓国農村地域老人の日常生活動作能力の実態とその関連要因」 

   『民族衛生』63(5),pp.346-356 

 李東植「伝統的集落の基本構造とその共同体(門中)意識に関する研究(韓国珍島上万村の 

   事例)」『日本建築学会計画系論文集』502,pp.125-131 

 金香男「若年層の家族意識の変化 韓国と日本の大学生に対するアンケート調査を中心 

   として」『同志社社会学研究』1,pp.95-110 

 筒井真樹子・山藤泰「ＣＥＬ対談 アジアの中の韓国と日本 (特集 アジアの家族と 

   教育)」大阪ガスエネルギー文化研究所『ＣＥＬ』41,pp.47-53 

 片智ゲン「韓国における 近の離婚動向調査研究(上)」『比較法学』30(2),pp.31-65 

 夫馬佳代子「日本と韓国における中学生の家事労働時間と家庭生活観との関係」『岐阜大学 

   教育学部研究報告 自然科学』21(2),pp.133-142 

 三満照敏「海外法律情報 韓国 国籍法の改正：父系血統主義から両系血統主義へ」 

   『ジュリスト』1122号、有斐閣,p.71 

 安田ひろみ「韓国の女性：儒教的規範の裏側、ムダンの世界から」綾部恒雄編 

   『女の民族誌１アジア編』弘文堂,pp.39-64 

1998 

 朝倉敏夫「変貌し始める島の農村八〇年代、南西部島嶼部農村の家族生活とその変化」 

   朝倉敏夫・嶋陸奥彦編『変貌する韓国社会』第一書房,pp.147-183 

 李庚煕「韓国家族法上の女性の地位の変遷」沖縄国際大学国際セミナー実行委員会『家族の 

   変容：ジェンダーの視点から』 



 李徳奉「韓国の家庭におけるしつけ」『児童心理』52(11),pp.1068-1071 

 井上和枝「韓国の家族制度の変化--老後の問題を中心に」武蔵野女子大学人間学会 

   『人間研究』3,pp.45-51 

 林在圭「韓国における‘門中’の構造と機能：忠清南道宜寧南氏忠壮公派門中を中心に」 

   『村落社会研究』5(1),pp.45-56 

 小澤康則「韓国の俗信語における性：女性に対する禁忌語を中心に」清水浩昭・芳賀正明 

   ・松本誠一編『性と年齢の人類学』岩田書院,pp.195-213 

 加藤光一「韓国の小農・家族経営の現代的位相」『経済』35,新日本出版社,pp.92-111 

 木下英司, 黄元淳「台湾・韓国における家族と高齢者をめぐる一試論」早稲田大学人間総合 

   研究センター（流動化社会と生活の質プロジェクト） 

 金美榮「現代韓国社会の‘男児選好思想’についての一考察」清水浩昭・芳賀正明 

   ・松本誠一編『性と年齢の人類学』岩田書院,pp.159-176 

 金演「韓国養子制度の構造」中川淳先生古稀祝賀論集刊行会編『新世紀へ向かう家族法： 

   中川淳先生古稀祝賀論集』日本加除出版 

 金容旭「韓国の婚外子と親権・後見・扶養の関係」中川淳先生古稀祝賀論集刊行会編 

   『新世紀へ向かう家族法：中川淳先生古稀祝賀論集』日本加除出版 

 嶋陸奥彦「韓国の家族の長期的変容」奥山恭子・田中真砂子・義江明子編『扶養と相続』 

   早稲田大学出版部,pp.151-157 

 田中敏明「平成5年-平成8年文部省科学研究費補助金大学間協力研究研究成果報告書（課題 

   番号05045006） 少子化時代における子どもの生活、文化、環境に関する日中間比較 

   分析的研究(韓国、台湾を含む) 」 

 鄭鳳輝「儒教文化と家族主義：韓国の伝統社会を中心に」『海外事情研究』26(1),pp.1-21 

 外山知徳「住まい方調査から見た韓国の家族空間」『静岡大学教育学部研究報告 人文・ 

   社会科学篇』49,pp.139-158 

 中尾美知子「族譜の世界：韓国北朝鮮の家族」『ＮＩＲＡ政策研究』11(8),pp.20-24 

 名古屋市市民局市民文化部女性企画室『女性問題・海外レポート：韓国女性における過去と 

   現在』名古屋市市民局市民文化部女性企画室 

 朴永愛「社会変化による韓国家族と女性の変化」沖縄国際大学国際セミナー実行委員会 

   『家族の変容：ジェンダーの視点から』 

 樋口恵子・呉善花「対談 これからの家族像：家族の"血"を守る韓国」『Aging』15(4), 

   pp.30-35 

 片智ゲン「韓国における 近の離婚動向調査研究(下)」『比較法学』32(1),pp.1-57 

 本田洋「韓国の社会変動と家族」黒柳晴夫・山本正和・若尾祐司編『父親と家族』 

   早稲田大学出版部,pp.196-226 

1999 

 安秉坤「日韓両国の社会変動とかかわる家族制度研究」日韓文化交流基金編『訪日学術 



   研究者論文集 アカデミック』5,pp.1163-1201 

 李銀沢「現代小説に現れた韓国の今(16)改めて甦る家族の絆」『アプロ21』24,pp.54-57 

 李ケイ媛「研究助成報告要旨 性別役割分業の実情：韓国の一都市の夫婦を対象とした調査 

   から」『家計経済研究』43,pp.63-68 

 李善愛「生殖・出産・育児のモノグラフ：異文化の中での赤ちゃんの誕生(5)韓国のお産 

   文化の現在」『ペリネイタル・ケア』18(10),メディカ出版,pp.940-945 

 李善愛「韓国のお産文化」『宮崎公立大学人文学部紀要』7(1),pp.175-196 

 井村修・李海善・棚原健次ほか「家族アセスメントインベントリーによる家族機能の国際 

   比較：日本・韓国・ブラジルについて」『沖縄心理学研究』22,pp.6-9 

 太田達也「韓国における“家庭暴力犯罪処罰特例法”の概要：家庭内暴力事犯における保護 

   観察の役割にも言及して」『更生保護と犯罪予防』34(1),pp.8-40 

 金銀淑「韓国における子供を抱えた有業既婚女性の日常生活の特性」『金沢大学文学部 

   地理学報告』9,pp.33-51 

 金貞任「在宅要介護高齢者の主介護者のストレスに関する研究：ソウル市における事例調査 

   から」『家族関係学』18,pp.39-48 

 金恵善（吉川美華訳）「近年の韓国における離婚の動向」『ジェンダー研究』19,pp.63-74 

 坂元一光「アジアにおける子どものジェンダー：韓国、タイ、日本の性別選好とその背景」 

   片山隆裕編『アジアの文化人類学』ナカニシヤ出版,pp.45-56 

 嶋陸奥彦「1997-1999文部省科学研究費補助金研究成果報告書（基盤研究C09610309） 韓国 

   の伝統社会再考：植民地時代農村の民族誌的再考察」東北大学 

 嶋陸奥彦「韓国人の名前：併存する複数の名前と呼び名」上野和男・森謙二編 

   『名前と社会』早稲田大学出版部,pp.230-251 

 杉山道雄「日本における農村女性労働の特徴：アメリカ，韓国，スリランカとの比較」 

   『農政調査時報』519,pp.14-29 

 谷田沢典子「韓国女性施策1997，1998年」『桜花学園大学研究紀要』2,pp.103-115 

 崔吉城「韓国人の名前に関する人類学的研究」上野和男・森謙二編『名前と社会』 
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   日韓文化交流基金編『訪韓学術研究者論文集』3,pp.53-102 

 崔先華「韓国における家庭内暴力の実態と対応」『立正社会福祉研究』3(2),pp.101-105 

 鈎治雄「特別企画 (国際比較)小学生の子をもつ家庭のしつけと生活意識(下)高まる進学熱 
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